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１．目標設定・活動形態 
本プロジェクトの代表の出身地である周防大島町における活動の目標として，①子ども達の（家・学校に次ぐ）

第３の居場所を創る②子ども達の郷土愛を育む③地元を離れた人々に対する周防大島のイメージアップ・イメー

ジチェンジを掲げた。活動のきっかけは，周防大島町立沖浦小学校を卒業した同級生が，子どもの人数が少ない

ことから人間関係が広がりづらい，また友人が周防大島に対してマイナスなイメージを持っていたと話していた

ことである。放課後児童クラブのような取り組みがされていない沖浦地区を対象に選び，月に１度，活動の足掛

かりとして交流イベントを行うことで居場所の基盤となる人間関係を築くことを目的とした。 
 
２．事前調査 
イベントを行うための事前調査として，周防大島町立沖浦小学校の校長先生・教頭先生とお話させていただき，

アドバイスをいただいた。全校生徒20名の保護者の方に，小学校を通じて紙面のアンケートを配布し，児童の放

課後の過ごし方やイベントへの意見などをお聞きした。その結果，イベントを行う意義を改めて確認することが

でき，企画を本格的に開始した。また，8月 16日にフィールドワークを行い，イベント開催場所の候補であった

沖浦農村環境改善センターとその周辺を視察した。その際，食推代表の西岡さんから調理スペースなどの説明を

受け，周防大島町役場の方からもお話を伺った。さらに，子ども食堂を開催することを視野に入れ，山口県こど

も食堂支援センターの杉山様と対面でお話しし，県内の食堂の現状やアレルギー対応の仕方，チラシの作り方，

食材の調達方法などについてお聞きした後，フードバンク山口を視察した。食材や調味料の保管スペースを見せ

ていただき，食材を分けていただく際のルールを学んだ。 

 
8 月フィールドワークの様子 



３．イベント 

感染症対策のため予定より少なくなったが，10 月・11 月・12 月の 3 回，イベントを行った。10 月 30 日，「憩

いの家ふるさと」でハロウィンイベントを開催した。アイスブレーキングゲームとハロウィンの衣装作りをし，

作った衣装を着て事前にご協力をお願いした 4 名の地元の方の家を巡って，キーワードを集めた。イベント後の

アンケート調査で子供達の高い満足を得られたことが分かり，また改善点も判明した。アンケートは低学年の子

ども達にも分かりやすいよう、星を塗りつぶす形式や平易な言葉を使って作成し，イベントごとに改善した。 

 

10月イベントの集合写真 

 

11 月 28 日には講師の方をお招きし，沖浦農村環境改善センターにてハーバリウム作りイベントを行った。瓶

の中に入れる花は，地元の大内バラ園様を訪れて購入し，メンバーで手分けして乾燥させてドライフラワーにし

た。子供たちは3つずつハーバリウムを作成し，持ち帰った。 

 

11月ハーバリウム作りイベントの作品 



12 月 25 日にはクリスマスイベントを行い、沖浦農村環境改善センターにて 2 つのレクリエーションとクリス

マスカード作りを行った。レクリエーションは事前に作成したお題カードを元に自己紹介をした後、じゃんけん

ゲームをした。カードはその後子ども達の間で交換し，持ち帰った。 

 

12月クリスマスイベントの集合写真 

 

 １月のイベントは，かるた大会を予定して物品の購入などを進めていたが，町内でコロナ感染者が増加したこ

となどからやむを得ず中止し，小学校を通じてオンラインの寄せ書きメッセージをプリントアウトしたものを子

供たちに送った。 

 

４．情報発信方法について 
プロジェクトのビジョンの一つである「地元を離れた人々に対する周防大島のイメージアップ・イメージチェ

ンジ」に基づき，Instagram・Facebook を利用して情報発信をした。初めに活動の趣旨とメンバーの自己紹介を行

い，その後は主に毎月のイベント内容の告知をした。フォロワー数は Instagram で 196 人となり，そこで得た情報

を元にイベント会場までお越しいただき，子ども達との交流に参加してくださる方もおられた。毎月のイベント

の告知はポスターを作成して行った。 
 

 
イベントポスター（左から 11 月，12 月，1 月）とプロジェクトロゴ（のんたの文字より） 

 



５．活動の進め方について 

山口大学生だけでなく，鳥取大学より 2 名，安田女子大学より 1 名，琉球大学より 1 名がプロジェクトの活動

に加わった。週に 1 回、月曜日の 19 時から 20 時に定期的なミーティングを開き，役割分担や意見交換，イベン

ト後の反省を繰り返し行った。議事録や資料の作成・共有には Google ドキュメントと Line グループを利用した。

最終ミーティングでは，目標の達成状況やイベントの頻度など，5 つの項目で 5 段階評価を行って活動全体を振

り返り，今後の活動を続けていく際の改善点を明確にした。 
 

５．振り返り 
アンケート調査では，どのイベントでも子ども達の高い満足度が得られた。「中学生になってもこんなイベント

に参加したい」「思っていたよりもずっと楽しい」などの言葉を聞くことができ，メンバーにプレゼントや手紙を

持ってきてくれる子や，星５つの評価に対して、星をいくつも追加して塗ってくれた子もいた。一方で，運営側

には反省点が多かったように感じる。特に，メンバー間の作業量の偏りやモチベーション維持の不足，物品の管

理不十分が挙げられる。また，地域の方々に期待していたよりも参加していただけなかった為，高齢者の方でも

参加したくなるような企画を取り入れる必要があるという意見が挙がった。今後の活動に活かしていきたいと考

えている。 
最後に，ポスターやアンケートの郵送・掲示などで多大なるご協力をいただき，会場にも足を運んでくださっ

た沖浦小学校の先生方，書ききれないほどの励ましとお力添えを下さった学生支援センターの石井コーディネー

ター，学生支援課支援企画係の平川様，支援教員を引き受けてくださり 11 月イベントでご同行いただいた高橋雅

子先生，プロジェクトへのご理解・ご協力をいただいた周防大島町民の皆様に心から感謝申し上げます。 
 

 

 


